
住みよい小山をつくる会 第２回全体会 議事概要 
 
日時：平成１８年６月１日（木） 午後７時１０分～９時００分 

会場：小山公民館 大会議室 

 

１ 会のあり方について 

（１）会則案 

会則ワーキンググループより会則案の説明。 

＜質疑回答と意見交換＞ 

  ①会費について 

・活動をするときの運営予算はどこから出すのか。 

→今のところ会費等を集める予定はない。また、運営費を必要とするような活動を想定し

ていないが、取組みテーマによって予算が必要となった場合は、会則を改正することも

あると考えている。 

②取り組むテーマ 

・会則第2条の「課題解決」の課題とは具体的に何を指しているのか。そのつど出てくる問

題に対応して解決していくのか、最初からテーマが決まっているのか。 

→今のテーマは安全・安心だがある程度した段階で次のテーマに移行していく、次は基地

返還後の跡地利用などもテーマとして考えている。 

  ③会員 

・個人の自由な参加ということだが、会員の登録などはどうなっているのか。現在何名くら

いいるのか。登録をしないと会員かどうかがはっきりしない。 

→基本的に参加は自由。現在は全体会に出席し、アンケートに回答した方の名簿を作成し

整理している。 

⇒拍手により会則案を承認した。 

（２）役員の選出 

企画会議が推薦する役員候補について発表。 

＜質疑回答と意見交換＞ 

  ・副代表として地域で活動をしている様々な団体の人が入っているが、今後のテーマとして

基地返還の問題などが想定される。返還地域は商業地との関連が大きいので商店街関係の

人も副代表に入れたほうがいいのではないか。 
 
⇒企画会議より推薦されたメンバーに副代表として商店街関係者も加え、役員が拍手により承

認された。 

 

２ 安全･安心のテーマについて 

（１）地域における情報共有について 

情報発信ワーキンググループより報告。 

・地域情報紙への情報原稿、チラシの作成などは、当面は広報部会でやっていくことになった。

他に全体会の中で立候補する人がいれば参加してほしい。 

＜質疑回答と意見＞ 

①見守り活動の呼びかけ放送 

・見守り活動を呼びかけるひばり放送は、月1回午後2時に全市的に放送を流している。毎日

放送するくらいでないと意味がないのではないか。 

 ②子どもの事故 

・4年ほど前に学校で「防災マップをつくったが、その後の改訂版を作る必要性はないか。 

・つくった防災マップは学校においていくだけでなく、地域で見られるようにするべきではな

いか。 



→学校では現在見直しをやっている途中。全戸配布するかどうかについては予算の問題もあ

るので検討中。回覧板でまわすなど方法を考えている。 

⇒報告の結果を受け、以下を拍手により承認した。 

・安全安心メールへの登録を広める。メールの内容を地域情報紙に掲載する。 

・見守り活動の呼びかけチラシを作成する。 

・活動の結果は全体会に報告し、フィードバックして次の活動につなげていく。 

 

３ 子供110番の家の見直し 

自治会連合会で子供110番の家の見直しを今年の12月末までに行うことを提案。 

・設置から９年経過すると、設置されたときの家の状況が変化している。共働き夫婦の増加、

年齢や家族構成など本当に子供 110番の家にふさわしい家庭なのか、ステッカーが薄くな

って見えないなどの問題がある。 

⇒提案通り見直しに取り組むことを拍手で承認した。 

 

４ 安全・安心まちづくり推進協議会小山支部について 

住みよい小山をつくる会と安全・安心まちづくり協議会小山支部を同一の組織として立ち上

げることが提案され、その考えに基づいた安全・安心まちづくり協議会小山支部規程案が提案

された。また、住みよい小山をつくる会企画会議において、小山地域内の各団体がどのような

防犯活動を実施しているかを調査していることが報告された。 

⇒提案どおり拍手により承認した。 

 

５ 自由な意見交換 

①つくる会への参加とテーマ選定 

・つくる会の参加者に若い人がほとんどいない。どうしたら若い人が参加して活発な意見を言

ってくれるのか方法を考えてほしい。若い人も含めて盛り上がるような関心あるテーマを選

定できるように検討するべきではないか。 

②廃プラスチック問題 

・小山みどりの会では廃プラスチックの問題に取り組んでいる。町田では健康に害があるとい

うことで、安全性の観点から白紙撤回にした。ところが相模原は現在まで住民に全く説明も

なく、問題なしとして実施しようとしている。本当に子供の健康を考えるのならば、ぜひこ

のことをこの場で議論してほしい。 

・きちんとデータがそろっていないし、勉強不足もある。また、参加者の間に知識や認識のず

れがある。専門的に研究し、分析、検討も必要な課題について、フリーの参加者の中でその

ような問題を取り上げていけるのか。 

⇒企画会議で、今日の議論を踏まえて、このテーマの取り上げ方を検討することとする。 

 

６ 安全･安心メールの登録の実演 

参加者に対して、安全・安心メールの登録のデモンストレーションを実施した。 
 

７ 今後の日程 

（１）第３回全体会 

⇒7月後半から8月は夏祭りなどで忙しい人が多い。次回全体会の日程は改めて検討する。 

（２）第６回企画会議 

⇒次回企画会議は６月19日とする。 


